
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ふれあいの集い ～大好評の出前講座～ ２月２３日（土）  
ちとせ会かがやきより、粟田次長様をはじめ、上岡さん、 

竹本さん、巣守さん、白鷺さんを講師に招き、２８名の参加 

者で行われました。 

「認知症の症状」「認知症の方の様子の変化と家族の心構 

え」についての分かりやすい説明のほか、今回は、ヘルパー 

さん２名による寸劇で「認知症の方への下手な接し方、上手 

な接し方」の核心に迫る熱演が行われ、会場は笑いの渦に包 

まれながらも大好評でした。 

訪問介護・ホームヘルパーの仕事内容も教えて頂き、更に 

は、認知症予防の体操を行い、皆さん笑いの中にも苦労しな 

がら楽しんでおられました。 

そして、ビンゴゲームで締め括ったひと時でした。次回の 

参加をお待ちしています。 （Ｋ．Ｍ） 

 

                 

                                                                       

長田下地域での生活支援員制度による見守り支援  

～ ４月から具体的に動き出します ～ 
「生活支援員制度」とは、高齢者や障がいのある方など見守りが必要な人を、地域住民の定期的

な連絡、訪問などで、ゆるやかに見守っていく制度です。皆様のご協力をお願いします。 

長田下地域自治 振興会だより 第３４号 

         ２０１９年(平成３１年)４月２５日発行 



                       
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会行事 ～クリスマス会～ 
 
 例年なら夏から秋にかけて行っていた子ども会行事ですが、7
月の豪雨災害の影響から、今年は 12 月にクリスマス会をしよう
ということになりました。 
 12 月 23 日（日）中⾧田集会所で、子ども会の合併により、
上⾧田と下⾧田の⾧田全区から、小学生を中心に 11 ファミリ
ー、34 名の参加者がありました。 
 子どもたちは、準備されたケーキ生地に、クリームとフルー
ツのトッピングをするのに夢中でした。バーベキューでお腹も
満たされ、楽しい時間は、あっという間に過ぎていきました。 
準備してくださった保護者の皆さん、お疲れ様でした。 （Ｔ.Ｋ） 

 
バス通学（下⾧田バス停）🚌 
 
 下⾧田バス停で、通学の行き帰り
のどちらかでバスを利用している子
どもは、10 人います。内、低学年の
子どもが半数で、お母さんと一緒に
バス停まで来る子もいます。（見送っ
た後は、お母さん同士の情報交換タ
イムかな?）バスが見え、急いで走
ってくる子に 30 数年前の自分の姿を
重ねていました。 

4 月からは、新 1 年生の女子３名が
加わり、更に、にぎやかなバス通学
になりそうです。 

６区の新入生３人娘 

下長田から

１０人乗車

で に ぎ や

か！ 



特集記事 「大雨・水害そして復旧」 
５０年ぶりの大災害でした。昨年７月６日の夜半からの豪雨で山々の谷という谷は激流であ

ふれ、田畑や家屋にまで流れ込み、その流れを集めた三篠川は堤防や橋を破壊しながら下流の

広島市へその水量を送り込み、芸備線鉄橋が落ちるなど大災害を引き起こしました。 

ここ長田下地域でも、中長田集会所上流域と下長田集会所下流の堤防破壊で大きな被害をも

たらせました。山間の田畑の被害、三篠川の氾濫での被害に遭われた方々に改めてお見舞い申

し上げます。幸いにも、この地の復旧では、早くに住民活動が起こり、民間ボランティアの支援

もあり、また市行政も本格的な工事を現在行い始めております。 

今後も気象異変も続くことと思われますが、今回の復旧でこの地の安全が続くことを願いま 

す。（Ｔ.Ｋ） 

 

中長田集会所上流域 水害の爪痕 

下長田集会所下流域 水害の爪痕 

中長田集会所上流域 復旧 

下長田集会所下流域 復旧 

民間ボランティア団体からの支援 
住民互助の復旧 



【衣】 
女性の民族衣装はサリー

といって、長さ 5～11 メー

トル、幅 1 メートルほどの

1 枚の大きな布を、ペチコ

ートとジャケット（上着）

を着た上に巻き付けて着

ます。学校の先生はみんな

サリーを着ているので、私

も学校へはサリーを着て

行っていました。 
 

 

 

 

 

 

【住】 
向原を飛び出て初めての

一人暮らし。家にはガス、

電気、水道はありました

が、断水や停電も多く、水

や電気の有難さを実感し

ました。洗濯は手洗い、入

浴は水シャワーを浴びて

いました。お湯につかりた

ーい！と、日本のお風呂が

恋しくなることもありま

した。 
 

【食】 
スリランカの主食はごは

んとカレーです。日本のカ

レーとは全く違い、食材ご

とにスパイスを変えて作

ったもの（３～5 種類くら

い）を右手を使って、ごは

んと一緒に混ぜ合わせて

食べます。また、1 日１～

３回、砂糖たっぷりの甘～

い紅茶を飲むのが習慣で

す。 

吉村歩野花さん(６区)～青年海外協力隊活動報告～    × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～スリランカでの生活～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※インドの伝統医学。オイルマッサージなどにより、人間の生理機能のバランスを整え、病気の治療・

予防および健康増進を図る。（大辞林 第三版の解説）   

【スリランカってどんな国？】 
スリランカは、インド洋に浮かぶ小さな島国です。小さな国ですが、数多くの世界文化遺産が

あり、紅茶、スパイス、アーユルヴェーダ※などたくさんの魅力が詰まっています。4 つの宗

教（仏教・ヒンドュー教・イスラム教・キリスト教）さまざまな人種が共存しながら生活し、

同じ国の中でも 2 つの言語（シンハラ語・タミル語）が話されています。気候は乾季（８カ月）

と雨季（４カ月）の２季で年間を通じて高温多湿で常夏な国です。親日家が多く物価も安いの

で、旅行先として人気急上昇中だそうです！ 

【何をしていたの？】 
小学校を巡回して・英語の授業支援（英語を扱っ

た歌やゲームなどの活動紹介）・教室環境の改

善・自主学習の促進を主に行っていました。私の

活動地域であった北部州キリノッチ県では、10
年前まで民族間の紛争があり、その影響として

教員不足や、整っていない学習環境が今もまだ

深刻な問題となっています。そんな中で、自分に

できることを模索しながら現地の教育事務所の

方々や先生方と一緒に改善に取り組みました。 
 



 

 

 

今回は、長田７区上で見つけた古墳についてお知らせいたします。 

前号で、高庵寺跡を案内していただいた広岡さんと世間話をしていたときに、「長田

７区上にも、古墳があるよ」といわれたので、日を改めて、その場所に案内していただ

くことにしました。 

古墳とは、古代の地域の有力者のお墓（墳墓
ふ ん ぼ

という）のことですが、長田下地域では、

古墳が多くあるのは、太陽の良く当たる、いわゆる日向
ひ な

（長田では「ひな」という）の側

で、三篠川をはさんで、反対側の陰地
お ん じ

（「おんじ」という）の方には、わずかしかないと

いわれてきました。 

それから、数ヶ月して、案内してもらったのが、下の古墳の写真です。場所は、西川正

人さん宅の横から８００ｍばかり登った尾根を少し南側に下ったところにありました。

この古墳は、前に紹介した『徳丸古墳』などと同じような円墳の形をしていました。 

入り口は、横１．１ｍ、縦０．８ｍで、石室の奥壁までの長さが２．４ｍで、円墳の直径

が８ｍほどでした。内壁の石組みも、きちんとした姿をとどめていました。また、入り口

上の天井石は、横が１．８ｍ、幅が０．５ｍもあり、２つに折れて、入り口前側に、ずり

落ちていました。 

広岡さんの話では、「子どもの頃は、入り口もきちんとしていて、仲間と、中に入って

遊んでいたよ。ゲジゲジなどの虫もいて気味が悪かったよ。」と言っておられました。 

当時は、子どもが中で遊べるくらいですから、天井までの高さが１ｍ以上あったようで

す。現在は、入り口も石室内も、土砂と落ち葉に埋もれていて、天井までの高さは９０ｃ

ｍほどになっていました。もちろん、土器などの埋蔵物も発見できませんでした。 

また、もう１基の古墳は、山崎さん宅前から８００ｍばかり尾根を登ったところにあ

りましたが、これは、前期のものより、ひと回り規模の大きなものですが、入り口はふさ

がっていて、中はまったく分かりません。円墳の上には、大きな杉の木が立っていて、長

い年月が経っていることを感じさせました。 

以前に、振興会だより第１７号で、「松尾古墳」（向原町では一番古いといわれる）につ

いてお伝えしましたが、今回、新しく２基の古墳を発見できたということは、陰地側に

も、地域の有力者に当たる人が住んでいたのかもしれません。 

広島県には、約１万基の古墳があるといわれています。その中の１００基あまりが向

原町にあり、そのうちの４０基以上が、長田にあるといわれます。千年以上前の長田の

人たちは、どんな生活をしていたのだろうと想像してみるのも楽しい気がします。 
（Ｆ.Ｔ） 

  

古墳の入り口 石室内部 長田７区上古墳の全景 



発行： 長田下地域自治振興会  担当： 広報委員会、企画調整部 

 
 

～中村 邦男さん（５区）～ 

 

今回は、５区の中村邦男さんを紹介します。 

中村さんは、皆様もご存じのとおりＪＡ吉田総合病院の事

務長として長い間務められました。 

また、長田下地域自治振興会が設立してすぐの会計になら

れ、その発展に尽力された方です。 

中村さんは、３人兄妹の次男として昭和１９年６月１１日

に生まれました。今年で７５歳になります。戦争中の事で、そ

の当時、名前に「勝」や「国」（邦）などの漢字をつける人が

多く、そのためか「邦男」と名付けられたそうです。 

中村さんは、インタビューで子供時代の想い出話をたくさ

ん話してくれました。 

 

① 今はもうなくなりましたが、井原駅前の商店街で、わざと

「かんしゃく」をおこし、お母さんにおもちゃを買っても

らったこと。（今は無人駅となり、商店もありませんが、

当時は賑やかでお客も多かったそうです。） 

② ６区のひとは館の所に会館があって、そこで弁士による無

声映画があり、お金を払って見に行っていたこと。（エノケンやチャップリンなどのチャン

バラ映画か喜劇映画だったそうです。） 

③ 子供たちで年末、「マッチ一本、火の用心」と言って区内を夜回りしたこと。（その時、おば

さんからお菓子を貰うのが楽しみだったそうです。） 

④ 真徳寺に子供たちがいつも集まり、「こま・ろくむし・はりつけ・パッチン・釘たち・まぶ

る・三角ベース」であそび、寺屋敷跡では、「野球・相撲・運動会」などもやったこと。 

（みんな、夢中になってやっていたそうです。） 

⑤ 茶臼山の頂上での写真［撮影：渡辺完さん］の話、そのころ茶臼山は木を切りすぎて、はげ

山のようになっていたそうです。（邦男さんが小学２年の頃だそうで、この６人、誰だかわ

かりますか？） 

 このような話を聞くと、本当に懐かしくいい時代だ

ったように思われます。 

 結婚は、昭和４７年、大洪水の年だそうです。今年

で４５年、奥様もお元気で、とても仲の良いご夫婦で

す。農業も子供のころ（小学４年）から、牛を使って

田すきをやっていたそうです。今は米作りもしていま

すが、アスパラ作りを中心にやられ、農協への出荷も

しています。「アスパラ作りは、よく見て、初期予防

が第一ですね。」と言われていました。 

 これまでにも、行政嘱託員・民生委員・安全推進委

員などをされ、地域づくりを頑張ってこられています

が、これからも地域のリーダーとしてみんなを引っ張

って行ってほしいです。 

 最後に、皆さんへ「健康第一、日々、気をつけて頑張りましょう。」と言われていました。 
（Ｙ．Ｈ）  

                                                   


